
























5)カ リキュラム

亜団
① 金融システム (2003/3/8)

現状分析を何から始めるか、と考えたとき、今日では金融システムの変化から論じる

ことが適切である。というのも、金融システムはもともと架空資本の運動する場である

が、今日では、架空資本の運動が現実資本の運動を規制する、という逆転現象が起きて

いるからだ。まず金融システムの変化とその現状を知ることからしか、現状分析は始ま

らない。

② 多国籍企業 (2003/5/10)

架空資本の運動の次のポイントは多国籍企業である。イ1位の購1家の国民総生産と肩を

並べるまで巨大イヒした多国籍企業とは一体何なの力札 そ tノて多|]籍企業の利害にもとづ

いてなされているグローバリゼーション、この事態を知ることなしに、世界の理解は進

まない。

③ 産業構造と労働力構成 (2003/7/12)
ここでやつと伝統的な分析が登場する。日本に限らず、世界という規模での分析を試

みたいが、とりえずは日本のケースについて明らかにしたい。

④ 価値観 (2003/9/13)

価値観の変イヒも著しい。科学的世界観で一元化されていた時代はつとに終わり、一人

一価値観の世界に入つている。この変化を個人の自己神格化の過程として提えかえして

みたい。

⑤ 階級闘争と社会運動 (2003/11/8)

価値観の変化と対応しているが、階級闘争も含めた社会運動の変化も著しい。運動の

目標が普遍的なものから個別的なものに転化し、かつ、具体的な課題の実現に関しては、

国や自治体の関与が見られるようになっている。

③ 「新しい思考」の提案 (2004/1/10)
時代の変化をふまえて、具体的な提言を行う際に、まず、思考方法の帰ど新について考
えたい。その問題意識は、いつたん中世の魔法がかかつた世界から人間的に解放された

近代的個人が、その後の資本家的生産の発達の過程で自己神格化を余儀なくされている、

という現実に切り込める視点の確立である。
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